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　厚生労働省により「メラニンの生成を抑え、シミ
やそばかすを防ぐ」効能を表記することが認められ
た美白有効成分は現在、アルブチンやビタミンＣ誘
導体、トラネキサム酸など約20種類にのぼる。
　新たに美白有効成分を開発するとなれば、基礎研
究から薬事許可の取得まで膨大な年月と労力を要す
る。そのため、既存の有効成分との併用により美白
効果を相乗的に高めるなど、作用機序の異なる原料
との組み合わせで複合的に美白肌へアプローチする
原料の提案が主流化してきている。
　実際、今回登場する原料メーカー・商社が紹介し
た美白原料でもこうした傾向が見受けられ、片倉コ
ープアグリでは一般的な美白有効成分のビタミンＣ
誘導体やアルブチンを単独で使用するよりも、細胞

内でのチロシナーゼ産生を抑制する作用を持つ「キ
リバースＢＧ」を併用することで相乗的にメラニン
生成が抑制することを確認し、既存の美白製品によ
り優れた美白促進効果をもたらす原料として提案を
強化している。
　サンケアに関しては、ＳＰＦ値向上剤として化粧
品原材料商社大手の岩瀬コスファが優れた顔料分散
性と乳化安定性、フィルム形成、レオロジー効果な
どの機能を併せ持つルーブリゾール社の多機能ポリ
マー（Avalure Flex-6 Polymer）を今後の期待原料
に挙げている。（掲載企業一覧＝山川貿易、岩瀬コ
スファ、一丸ファルコス、日光ケミカルズ、片倉コ
ープアグリ、日本光研工業、ビタミンC60バイオリ
サーチ）

　スキンケア市場において、美白はエイジングケアと比肩する有望なカテゴリーと言え
る。美白カテゴリーでは紫外線ダメージからシミを防ぐという従来のアプローチに加え、
最近では加齢による肌の黄ぐすみを防ぐ「抗糖化」など、多種多様な製品がメーカー各
社から相次いで投入されている。また、サンケアに関しても近年、光老化をキーワード
に、紫外線に加え、赤外線や可視光線といった太陽光全域の肌への影響に関する研究が
進み、それに基づいたＵＶ化粧品の開発が広がりを見せている。今特集では、「美白」「サ
ンケア」カテゴリーのさらなる活性化に向けて、有力原料メーカー・商社７社が提案を
強化している注目の原料を紹介する。

作用機序の異なる原料との組み合わせで

複合的な美白肌へのアプローチが主流に

「美白＆サンケア」〈原料編〉



50 Ｃ＆Ｔ　2016－4

BEAUTY　SCIENCE

光吸収とＡＴＰ促進で輝度高める「フォトグロー」
～特定部位にアプローチする「Ｘ50」シリーズの最新作～

山川貿易

結合しているペプチドはＦＧＦ（線維芽細胞増殖因
子）受容体に高い親和性を持ち、ＦＧＦキナーゼの
活性を促進させることがわかった。また、線維芽細
胞への到達率を測定したところ、約80％と高い値を
計測。さらに、線維芽細胞への結合率はカプセルの
み（ペプチドなし）の４％に対し21％、取り込み率
も18％に対して55％と大幅に上昇した。そして、画
像解析によってリソソームに運ばれずに細胞質に局
在することも確認された。
　さらに、最大の特徴の１つである光吸収作用につ
いても、優れた結果が浮かび上がった。試験では、
ヒト線維芽細胞に「フォトグロー」を添加して培養
し、吸収作用を調査した。
　その結果、培養時間を15分、30分、60分と引き延
ばしていくに連れて、可視光を吸収していることが
明らかになった（グラフ１参照）。
　また、細胞内のＡＴＰ（アデノシン三リン酸）レ
ベルも高まり、細胞が活性化することも実証されて
いる。
　この調査では、「フォトグロー」を発光細胞に添
加し、可視光線を照射。その後発光量を測定するこ

とで対照群とのＡＴＰの量を比較した。すると、
「フォトグロー」は他の３つの対照群と比べて
高いＡＴＰレベルを示した（グラフ２参照）。
　このほかにも、「フォトグロー」はクロレラ
エキス単独よりもⅠ型プロコラーゲンの合成を
増加させることがわかっているほか、マロンジ
アルデヒド（ＭＤＡ）量の測定により脂質の過
酸化を抑えたこと、また３次元培養皮膚モデル
において細胞密度を増加させることも明らかに
なっている。
　一方、「フォトグロー」は肌の輝度（Ｌ＝
Luminance）を測定する臨床試験においても、
優れた結果が判明している。
　具体的には、39 ～ 58歳の女性５人に１日２

　山川貿易は、ターゲットとする特定の細胞に特異
的に有効成分を到達させる機能を持ったペプチドの

「Ｘ50」シリーズ（製造元＝INFINITEC ACTIVOS 
S.L.社）を販売しており、特に最新作の「フォトグ
ロー」をサンケアを筆頭にブライトニングや抗老化
などにも適した原料としてアピールしている。
　「Ｘ50」シリーズは、カプセルに結合しているペ
プチドが、標的とする細胞にアプローチするための
ナビゲーションの機能を果たし、到達率を高めると
いう独特な作用をもっている。細胞に到達すると、
今度はカプセルに内包している有効成分が細胞質に
放出され、低い配合濃度でも従来より高い効果を発
揮することができる。
　現在、全４品をラインナップしている中で、「フ
ォトグロー」は光エネルギーを吸収して細胞にエネ
ルギーをもたらすことで、肌を明るくする作用が特
徴的だ。具体的には、線維芽細胞に特異的に結合し、
内包しているクロレラエキスが有効性を指し示す。
そうした効果を裏付ける試験結果も、数多く保有し
ている。
　まず前提として、「フォトグロー」のカプセルに
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それぞれ平均16％、33％輝度が増していること
が明らかになった。なお、４週間後の最大値は
45％に達した。
　さらに画像解析においても、２週間後では平
均20％、４週間後には55％明るさが増し、４週
間後の測定では最大で152％明るくなるケース
も生まれた。
　また官能評価においても、「滑らかな皮膚に
なった」「明度が増した」「均一な皮膚の色にな
った」とする回答が100％（いずれも４週間後）
に達するなど、高い評価が寄せられている。
　このように、「フォトグロー」はブライトニ
ングの優れた作用を中心に、サンケアや抗老化
など総合的なアプローチが可能だ。
　また、「フォトグロー」の他にも、シワや弾

力性を改善する「アンチエイジング」、スリミング
効果がある「シルエット」、ボトックス様作用に焦
点を当てた「ミオセプト」と幅広いコンセプトで「Ｘ
50」シリーズを展開しており、訴求する内容に合わ
せて使い分けることもできる。

回、「フォトグロー」を0.001％塗布してもらい、色
彩輝度計を用いて輝度を測定した。
　１人５カ所の合計25カ所の輝度を測り、このうち
最も暗色な５カ所の平均値を算出。これを０％とし
て塗布２週間後と４週間後の輝度を測ったところ、

グラフ２
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金属酸化物と抜群の相性を有し顔料分散性を向上するポリマー
～電解質抵抗性が高く、疎水・親水処理粒子の併用が可能～

岩瀬コスファ

　化粧品原材料商社大手の岩瀬コスファの見坊行広
取締役研究開発部部長は、近年の美白・サンケア市
場において「有効な新規成分の市場投入は少ない」
とし、効果アップを狙った原料の提案を強化してい
ると語る。
　サンケア向けの原料としては、2015年11月に発売
された「Avalure Flex－６ Polymer」（アバリュア 
フレックス―６ ポリマー、「Avalure」はルーブリ
ゾール社の登録商標）をサンケア製品へのＳＰＦ値
向上剤として勧めている。同原料は、優れた顔料分
散性、乳化安定性、フィルム形成、レオロジー効果
などの機能を併せ持つ多機能型ポリマーだ。性状は
白色の粉体であり、「酸化チタン」（TiO2）、「酸化
亜鉛」（ZnO）などの金属酸化物との相性が非常に
高く、顔料の分散性を向上させることができる。
　この顔料分散性を確認するため、20％のミネラル
オイルの中に２％の親油化（疎水修飾）した酸化チ
タンを分散させる実験を行ったところ、ムラがなく
均一に分散した。顔料の均一分散性を向上させるこ
とにより、高いカバー力とプロテクション性を発揮
する。また、　「均一に分散するほど皮膜としての紫
外線防御力が向上する」（見坊氏）。
　同原料は、ポリウレタン技術を用いて疎水的に修
飾された会合型の非イオン性ポリウレタンであり、

「ポリウレタン―62」「トリデセス―６」で構成され
ている。親水性のポリマー骨格の両端に疎水
性の末端鎖がついており、疎水性同士は会合
しやすい性質を持つため、水中で会合しルー
プ状になる。水中の臨界集合濃度（ＣＡＣ）
では、ポリマー同士が会合して花びら形状を
形成し、増粘が始まる。ＣＡＣ濃度以上では、
花びら形状の間にブリッジを形成して急激に
増粘する。
　この花びら形状の中に酸化チタンや酸化亜
鉛を保持するため、非常に優れた安定性を有

する製剤にすることが可能だ。
　「非常に粘度を出しやすいポリマーであり、安定
性に優れている」（見坊氏）
　さらに、酸化チタン・酸化亜鉛を疎水・親水性に
表面処理したものをそれぞれ用意し、1.5％の「ア
バリュア フレックス―６ ポリマー」と25％ミネラ
ルオイルからなる乳化物にそれぞれ分散させると、
４種がすべての系で均一に分散した。
　普通ならば、水相もしくは油相のどちらかだけに
効力を発揮し、偏ってしまう。同原料は親水および
疎水処理した粒子のどちらにも対応でき、併用が可
能であるため、様々な処方で活躍できる。
　ほかのポリマーとの比較として水（ＱＳ100）、フ
ェノキシエタノール（0.6％）、水酸化ナトリウム（20
％水溶液、ＱＳ ｐＨ６－6.5）、トリ（カプリル／カ
プリン酸）グリセリル（20％）に比較対象のポリマ
ーを適量加え（図１）、表面処理をした微粒子酸化
亜鉛（ALIS-Z-031）20％を分散させた。
　ほかのポリマー（Ａ～Ｄ）は分離や凝集が起こり
均一に分散はしなかったが、「アバリュア フレック
ス―６ ポリマー」は均一でなめらかな感触であり、
微粒子酸化亜鉛の分散状態もよく、製剤の伸びも良
好であることが確認された。
　「無機のサンスクリーン製剤を処方化するうえで、
非常に有用な原料だ」（見坊氏）

図１ 検討処方
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発揮することも特徴だ。
　このフィルム形成機能により、摩擦に対して強い
製剤となるためプロテクション効果が持続し、一定
の粘度を保ったあとにすっと軽くなるクッション性
を有している。
　サンケアのみならずカラーコスメなどの幅広い製
剤で活躍し、様々な機能を有している「アバリュア 
フレックス―６ ポリマー」への期待は大きく、今
後さらに採用が進むだろう。

　さらに、同様の処方で非処理酸化亜鉛20％を分散
させる比較実験（ポリマーＡ、Ｂ、Ｄを使用）を行
ったところ、「アバリュア フレックス―６ ポリマ
ー」配合処方はクリーム状で灰色がかった白色のＯ
／Ｗ乳化物となったが、ほかのポリマーはムース状
になり均一でなかった。このことからカラーコスメ
やサンケアにおいて製造工程を簡便化し、新しい剤
形の開発を行うことができる。
　また、従来のポリマーでは、塩分が0.5％ほど入
っただけで粘度に影響がでるが、同原料は電
解質抵抗性（耐塩性）がとても高いため、一
定の粘度を保つ。塩類が入っても安定してい
るため、処方化しやすい。
　「化粧品の原料で重要なのは、幅広いｐＨ
でも一定の力を発揮できる性能と塩への耐性
だ（図２）。『アバリュア フレックス―６ ポリ
マー』はその両方を兼ね揃えている」（見坊氏）
　製剤はべたつきのないサラサラとした乳液
状であり、フィルム形成機能を有しているた
め耐水性にも優れ、高い紫外線カット機能を 図２ 電解質抵抗性とｐＨ耐性：水分散液での評価
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　化粧品・医薬部外品、健康食品の機能性原料の研
究・開発を行っている一丸ファルコスは、肌の「色
素沈着のメカニズム」に着目し、作用機序がそれぞ
れ異なる美白素材を開発・製品化しており、多角的・
総合的に美白肌へアプローチできる化粧品の開発を
推奨している。昨今は、それぞれの美白素材の可能
性を広げる研究を進め、新たなエビデンスデータの
取得にも取り組んでいる。
　まず紹介する「シンデレラケア〈タイムエキス

（１）〉」（外原規適合）は、シミの原因とされる「メ
ラニンの歩みをとめる」という新しい美白アプロー
チを見出した美白素材である。このほど、新たにヒ
トモニター試験で「くま改善作用」が認められ（表
１）、「アンチエイジング作用を併せ持つ美白素材」
としての提案を開始した。
　そもそもシミは、メラノソームが表皮細胞へと受
け渡され、表皮を黒化することにより、形成される。
同社は、そのメラノソームの運び役である「キネシ
ン」に着目。「キネシン」は、チロシナーゼやメラ
ニンを内包するメラノソームを抱え上げ、色素細胞
の中心から樹状突起の先端へ向かって運ぶ機能を持
つ輸送タンパクである。つまり、色素細胞のキネシ
ンの発現を抑制できれば、メラニンが表皮細胞へ輸
送されず、表皮の黒化を防ぐこと（肌の淡色化）に
つながると考えられる。
　同社は、ワイルドタイム、クリーピングタイムと
よばれるヨーロッパ原産の「Thymus serpyllum」
の地上部から抽出したエキス（タイムエキス）に、
濃度依存的にキネシン発現を強く抑制する作用が確
認され、「シンデレラケア」として製品化した。
　１％シンデレラケア配合ローションを用いたヒト
モニター試験では、メラニンインデックスの低下と
シミ個数の減少が確認され、皮膚の色素沈着を抑制
する効果が認められている。また、メラノサイトを
含む３次元皮膚モデルを用いた試験では、アルブチ

ン、トラネキ
サム酸といっ
た代表的なメ
ラニン抑制作
用を持つ原料
よりも、濃度
依存的にメラ
ニンの産生を
抑制し、その効果が上記２原料よりも上回ることが
認められた。
　一昨年にタイ・バンコクで開催された化粧品原料
展示会「in-cosmetics Asia 2014」で革新的な原料
に贈られる最優秀化粧品原料賞「Innovation Zone 
Best Ingredient Award2014」の銅賞を受賞するな
どの評価を得た。これまでにない新しい美白アプロ
ーチのため、新商品の開発はもとより、従来の美白
化粧品のリニューアル時などに配合すれば、プラス
αの美白効果を付与でき、国内外で配合商品化が進
んでいる。また、同社では、キネシンのメカニズム
を説明する３次元ＣＧを含むプロモーション動画を
作成し、認知度向上を図っている。
　さらに、最新の研究では、ヒト皮膚における「く
ま改善作用」のデータを取得した。１％シンデレラ
ケア配合ローションを４週間使い続けると、試験前
に比べ、くまの領域（面積）が縮小することが認め
られたのだ。ひいては、くすみ改善も期待でき、シ
ンデレラケアのエイジングケア効果について、さら
に研究を進めていく考えだ。
　次に紹介する「キュアベリー」は、ビルベリー葉
から抽出したエキス。細胞の活力を高めてヒーリン
グやリラックスなど抗ストレス効果があるとされ、
食品成分として注目を集めているアミノ酸「ギャバ

（ＧＡＢＡ）」を皮膚内で生み出す酵素を増加する作
用が確認されている。加齢により身体のストレスへ
の抵抗性や適応力が低下することは広く知られ、皮

「美白＋α」の効果で高機能化をバックアップ
～抗老化作用、ＵＶ防御と一緒に環境ストレスケアも～

一丸ファルコス

表１ シンデレラケアの「くま改善作用」
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データを取
得した。
　PM2.5な
どの大気汚
染に由来す
る粒子状物
質は、バリ
ア機能の低
下した敏感
肌のような
皮膚から侵入し、炎症や色素沈着を招く危険性がこ
れまでの研究報告でも指摘されている。「オウゴン
エキス」は、PM2.5を表皮細胞に暴露した際に発生
する炎症性サイトカイン（IL- １、IL- ６およびIL- ８）
の発現を濃度依存的にそれぞれ抑制する（表２）。
　以上より「オウゴンエキス」を配合した化粧品は、
タバコや大気汚染物質などの環境ストレスによる色
素沈着を抑える効果が期待される素材であり、今年
４月にフランス・パリで開催される国際展示会「in-
cosmetics Paris」でも紹介される。

膚においても同様のことが示唆され、ストレス耐性
の低下により皮膚の老化が進むと考えられる。
　これまでの研究で、ストレスホルモン（ＡＣＴＨ）
によるメラニン生成亢進の抑制作用やヒアルロン酸
の産生促進作用に加え、キュアベリーの５％ローシ
ョンを用いた３カ月間のヒトモニター試験にて皮膚
の黒色度が低下することが確認された。ストレスに
よる皮膚の色素沈着を抑える効果が期待でき、スト
レスケア素材として提案している。
　最後に紹介する「オウゴンエキス」は、シソ科オ
ウゴン（コガネバナ）根の抽出物で、大気汚染物質
による皮膚の老化を抑制するはたらきが確認されて
いる。紫外線防御と同時に大気汚染からも肌を護り、
皮膚の老化を防ぐことを啓発している。
　喫煙者を対象にしたヒトモニター試験では、オウ
ゴンエキス配合ローションを塗布すると、シワや皮
膚の弾力を改善するほか、シミ、メラニンインデッ
クスの減少を示すデータが得られている。
　さらにこのほど、世界的に注目を集めている
PM2.5を用いた皮膚細胞での試験を実施し、新たな

表２ オウゴンエキスの「炎症性サイトカイン（IL-１）発現抑制作用」
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　この技術は、日光ケミカルズが販売している数多
くの原料に応用されている。
　シリコーンや植物由来の素原料を使用したエステ
ル油、サトウキビ由来の「NIKKOL シュガースク
ワラン」などをベースにした製品など、幅広い分散
物のラインナップを揃えている。さらに、顧客の要
望に合わせたオリジナルの分散物を開発する体制も
整えている。
　一方、メークアップ化粧品向けの分散物は、特殊
な機械を駆使して分散性を高めた製品で、３本ロー
ラーで調製した分散物と比較して、発色やツヤ感が
優れていることが特徴だ。また、ペースト状になっ
ているため、取り扱いしやすく、製造作業の効率化
につながる利点もある。
　このメークアップ化粧品向けの分散物でも、用途
に応じて数多くの原料を揃えている。
　特に最近では、ＢＢクリームやリキッドファンデ
ーションなどの調色に適し、エコサート登録原料で
もあるＯＤシリーズの人気が高い。
　また、サンスクリーン製剤のＳＰＦやＰＡ（ＰＦ
Ａ）を向上させる「SunBoost ATB」と「SunBoost 

ATB Natural」の
販売を強化してい
る。
　「 S u n B o o s t 
ATB」はアルガン
オイルをベースに、
抗酸化と抗炎症作
用を併せもつ原料
を独自の比率と製
法で配合したＳＰ
Ｆブースターだ。
　通常、ＳＰＦや
ＰＡ値を高めるた
めには、酸化チタ

　日光ケミカルズは、界面活性剤や植物油、ビタミ
ン誘導体をはじめ、安全・安心・安定供給可能で高
品質な化粧品原料を幅広く販売している。さらに、
機能性だけでなくストーリー性を備えた国内外の原
料も多く取り扱っており、開発・提案型企業として
グローバルに展開している。
　一方、関連会社のＫＯＢＯディスパテックでは、
高度な分散技術を活かして、主にサンスクリーン製
剤などに用いる微粒子酸化チタンや微粒子酸化亜鉛
の分散物や、メークアップ化粧品向けの無機顔料・
有機レーキ顔料を分散させた製品を数多く開発して
いる。
　微粒子酸化チタンと微粒子酸化亜鉛の分散物は、
透明性とＵＶ遮蔽効果が高いのが最大の特徴だ。
　ＫＯＢＯディスパテックのもつ高度な分散技術に
よって、ＵＶＡとＵＶＢの両方の領域でバランスの
取れた効果を発揮できる最適な粒子径に調整されて
いる。
　さらに、分散粒子径も小さいため、高濃度の粉体
を配合しても、白浮きの少ない透明性のあるサンス
クリーン製剤を調製することができる。

ブースト効果でＳＰＦとＰＡを向上させる「SunBoost ATB」
～高度な分散技術をもつＫＯＢＯディスパテック製品を幅広く展開～

日光ケミカルズ
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31％高まった。
　また、紫外線散乱剤を配合した製剤でも、ＳＰＦ
とＰＡ値は、「SunBoost ATB」未配合製剤を塗布
した場合と比較してそれぞれ58％、43％上昇したこ
とが明らかになった。
　また、「SunBoost ATB Natural」は、「SunBoost 
ATB」と同様のブースト機能をもち、さらに植物
由来の成分で構成されたエコサート登録原料である
ため、ナチュラルコンセプトのサンスクリーン製剤
向けに最適な原料である。
　このようなブースト効果によって、サンスクリー
ン製剤のパフォーマンスを高める手法自身も珍しい
が、さらにエコサート認証も取得している機能性ナ
チュラル原料の存在は希少といえる。
　国内では昨年６月の化粧品産業技術展「CITE 
Japan」で初めて披露した。ブースト効果の珍しい
アプローチは来場者の目にも新鮮に映り、反響が広
がっているという。
　今後、採用事例を積み上げていくことが期待され
ている。

ンや酸化亜鉛などの紫外線散乱剤や紫外線吸収剤の
配合量を増やすケースが一般的だが、その分感触や
安定性が損なわれてしまいがちになる。
　しかし、「SunBoost ATB」を併用することで、
紫外線散乱剤や紫外線吸収剤の配合量を変えずにＳ
ＰＦやＰＡ値を高めることができるため、感触や安
定性が損なわずに紫外線の遮蔽効果を高めることが
期待できる。
　「SunBoost ATB」のブースト効果については、
実証試験によって裏付けが行われている。
　試験では、３人の被験者に対して「SunBoost 
ATB」を配合したサンスクリーン製剤と未配合の
製剤をそれぞれ塗布し、ＳＰＦとＰＡ値を測定した

（グラフ参照）。
　試験は、紫外線吸収剤のみ配合したサンスクリー
ン製剤と、紫外線散乱剤のみ配合したサンスクリー
ン製剤の２種類で実施している。
　試験の結果、グラフに示すように、紫外線吸収剤
を配合した製剤では、「SunBoost ATB」を配合す
ることで、未配合に比べてＳＰＦ値が35％、ＰＡも
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チロシナーゼ産生を抑制する「キリバースＢＧ」提案
～作用機序の異なる美白原料との併用で相乗効果に期待～

片倉コープアグリ

水を塗布し、試験溶液を１日２回（昼・就寝前）３
週間塗布して試験前後のシミの数を顔画像解析装置

（VISIA Evolution）を用いて測定した結果、実際の
皮膚においても「キリバースＢＧ」の塗布によりシ
ミスコアが減少することが確認された（図２）。
　「キリバースＢＧ」にはこうした美白作用に加
え、抗炎症作用も持つ。皮膚が一定以上の日光に
暴露されると、ＴＮＦα（Tumor Necrosis Factor-
α）などのサイトカインや、ＰＧＥ2（Prostaglandin 
E2）、ＮＯ（Nitric Oxide）をはじめとしたさまざ
まな炎症性メディエーターを産生し、過剰に産生さ
れたこれらの因子が炎症（サンバーン）を引き起こ
すことが知られている。
　「キリバースＢＧ」では、マウス由来マクロフ
ァージ様細胞（Raw264.7）を用いてＴＮＦα産
生抑制作用を検討し、同細胞の培養液にＬＰＳ

（Lipopolysaccha-ride）溶液及び「キリバースＢＧ」
を添加して培養し、培地中に産出されたＴＮＦα量
をELISA法を用いて測定した結果、「キリバースＢＧ」
に濃度依存的なＴＮＦα産生抑制作用が確認された。
　「『キリバースＢＧ』は、抗炎症作用と美白作用の
両機能を備えており、紫外線を浴びて起こる肌トラ
ブルを複合的にプロテクトする作用が大きな特徴
だ。ヒト試験ではすでに原料単体でのデータを取得
しているが、今後は一般的な美白原料を併用したデ
ータも新たに追加していきたい」（丹羽誠ライフス
タイル本部有機素材部美健素材販売課課長補佐）

　片倉コープアグリは、美白原料のカテゴリーにお
いて、キリバス共和国・クリスマス島の近海に自生
する紅藻（カッパフィカスアルバレジ）から抽出し
た海藻エキス「キリバースＢＧ」（部外品表示名称
＝海藻エキス（５））の提案に注力している。
　ビタミンＣ誘導体やアルブチン、コウジ酸などの
一般的な美白原料は、チロシナーゼの活性を抑制す
るのに対し、「キリバースＢＧ」は細胞内でのチロ
シナーゼ産生を抑制する作用を持つことが確認され
ている。そのため、作用機序の異なる一般的な美白
原料と「キリバースＢＧ」との併用使用により、相
乗的に優れた美白効果を発揮することが期待された。
　そこで、同社は美白原料として一般的に広く利用
されているビタミンＣ誘導体及びアルブチンと「キ
リバースＢＧ」との併用使用による美白作用を検討
した。Ｂ16メラノーマ細胞の培養液中にビタミンＣ
誘導体とアルブチンを単独で添加、または「キリバ
ースＢＧ」を併用添加して培養を行い、産生される
メラニン量について評価した結果、ビタミンＣ誘導
体やアルブチンを単独で使用するよりも、「キリバ
ースＢＧ」を併用することで相乗的にメラニン生成
が抑制されることが確認された（図１）。
　また、健常な成人男女９名を被験者として「キリ

バースＢＧ」
のヒト皮膚に
おけるメラニ
ン生成抑制作
用 を 評 価 し
た。被験者の
顔面頬部を試
験区とし、左
右一方をキリ
バースＢＧ水
溶液、もう一
方にプラセボ図１ 美白原料の併用使用によるメラニン生成抑制作用 図２ ヒト肌での美白試験（VISIA Evolutionによる顔画像解析）
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「Bayoxide99」はｐＨ7.5まで上昇し、その後は温度
（室温、40℃、４℃）にかかわらず、安定すること
がわかった（図）。
  ｐＨが中性で安定しているのは純度の高い原料を
厳選して使用していること、特許を取得した独自の
生産工程を開発したことによるもの。表面にコーテ
ィング処理をして溶出を防ぐ他社製品とは一線を画
する。
　また、世界の規制への適合、重金属の含有量が少
ないことも特長としてあげられる。
　ヨーロッパでは重金属について厳しい規制を設け
ている地域があり、原材料のグレードを厳選するこ
とから重金属の含有量が少ないことを保証しないと
参入は難しい。近年はグローバル化を踏まえ、外原
規だけでなく、海外の規制への対応を求める日本の
メーカーが増えているという。
　「主な用途は日やけ止めだが、近年はベースメー
クでもＳＰＦ値が高いものが増えているので、この
分野にもおすすめ。ニーズに合わせてシリコン処理
品の試作も提供しており、一次評価中のメーカーも
ある。LANXESS社は日本市場への参入に注力して
おり、大量生産による原料調達におけるコストメリ
ットなどを踏まえ、価格でも期待に応える自信があ
る。酸化亜鉛はすでに一定の市場が形成されている
ので、品質やコストメリット、ｐＨなどで差別化を
はかっていきたい」（原島香織営業部東京営業所係
長）

　日本光研工業では独・LANXESS社（ランクセス
社）の日本総代理店として酸化亜鉛「Bayoxide99」
の販売を手掛けている。
　LANXESS社はゴム薬品のリーディングカンパニ
ーで、酸化亜鉛の製造ですでに80年の歴史がある。
10年程前に化粧品市場に参入し、「Bayoxide」でヨ
ーロッパを中心に子供用の日やけ止めなどへの採用
で実績を積んできた。
　数年前に韓国にも進出し、ＢＢクリームやコン
シーラーなどで採用実績がある。日本では外原規

（医薬部外品原料規格）への適用が求められるこ
とから、日本市場向けに開発したのが新グレード

「Bayoxide99」である。低温焼成により外原規への
適用を実現した。
　「Bayoxide99」は、白浮きしにくく、20％までの
含有においても高い透明度があることが確認されて
いる（写真）。
　高い透明性と皮膚上でのスムーズ感は、一次粒子の
丸みを帯びた豆形の粒径と粒径サイズによるものだ。
　３名に実施した皮膚への塗布によるホワイトニン
グ効果テストでは、競合製品と比較し、酸化チタン
を配合しない乳液、配合した乳液いずれにおいても
高い透明性が確認された。
　ｐＨが中性でざらつきがないことも、大きな特
長と言える。クエン酸でｐＨ7.1に調整後、４週
間保管したところ、競合製品は時間の経過ととも
に亜鉛のイオンが溶出してアルカリ性に傾くが、

LANXESS社の酸化亜鉛「Bayoxide99」販売
～透明性やスムーズ感、ｐＨ中性などで差別化～

日本光研工業

 Pictures showing test with Bayoxide® Z types
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ＲＳ配合クリームは、コントロールクリームよりメ
ラニンインデックスが有意に低減した。
　フラーレンは、日やけ止めやチロシナーゼ酵素阻
害原料とは異なるメカニズムでアプローチするた
め、これらの原料と併用することで、相乗的により
高い美白機能が期待できるという。
　また、2015年に約６年ぶりの新製品として発売し
た「MoistFullerene（ＭＦ、モイストフラーレン）」

「VeilFullerene（ＶＦ、ヴェールフラーレン）」の
うち、ＭＦの最新の知見で、ＭＦの１カ月の連用に
よって角層水分が増加し、肌明度の改善や分光反射
率が上がり、保湿効果と透明度向上が確認された。
　さらに酸化チタンとの併用でサンケア製品に対し
ては肌への負担を抑えることが確認されている。酸
化チタンは紫外線照射で活性酸素を発生させ、細胞
膜成分を酸化させ肌ダメージを引き起こす。フラー
レンは細胞内の活性酸素の発生を抑え、さらに細胞
膜成分の酸化も抑えることがＤＰＰＰ法、ＮＢＴ法
で明らかにされている。
　「フラーレンはその高い抗酸化機能により、様々
な可能性をもたらす。今後も知見を増やし、提案の
幅を広げたい」（林源太郎社長）

　化粧品原料フラーレンを展開するビタミンＣ60バ
イオリサーチは、フラーレンの特長である持続性の
ある抗酸化力により、これまで「RadicalSponge（Ｒ
Ｓ、ラジカルスポンジ）」や「LipoFullerene（ＬＦ、
リポフラーレン）」に関して美白や抗シワ、にきび・
毛穴の目立ち改善など多くのエビデンスを取得して
きた。
　「肌のトーンアップ」については、被験者の女性
18人に対して、ＲＳを１％配合した美容ジェルを朝
晩２回、全顔に塗布した。試験期間は８週間とし、
使用前と使用中（４週、８週）に、分光色差計で頬
のメラニンインデックスを測定した。同試験により、
８週間連続塗布することで、メラニンインデックス
が有意に低下することが確認された。
　「肌明度改善効果」については、32人の女性被験
者にＲＳ１％配合ジェルを１日２回塗布し、使用前、
使用後（３週、６週）の地肌部およびシミの部位の
Ｌ値（肌の明るさを示す値）の変化をカラーリーダ
ーで測定した。その結果、６週間連続塗布すること
で、94％の被験者の地肌明度（Ｌ値）が向上し、74
％のシミの部位の明度が向上した。
　「紫外線照射による色素沈着に対する効果」では、
被験者の女性18人の左腕上腕部内側にＵＶＡ＋Ｂ波

を照射して人
工的にシミを
つくり、ＲＳ
１％配合クリ
ームとコント
ロールクリー
ムを朝晩２回
指定部位に塗
布し、分光色
差計で肌の状
態 を 測 定 し
た。その結果、

フラーレンの抗酸化機能が美白やサンケアに
～他原料との併用で相乗効果が期待～

ビタミンC60バイオリサーチ

紫外線照射による色素沈着に対する効果
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